
　
池
田
芳
郎
（
一
八
九
五
〜
一
九
九
一
）は
、
松
前
藩

家
老
・
漢
学
者
の
蠣か
き

崎ざ
き

敏
を
祖
父
に
も
ち
、
幼
少
の

頃
か
ら
、
漢
学
に
親
し
ん
だ
。

▼
「
私
は
中
学
入
試
の
作
文
の
下
書
き
を﹇
小
学

校
の
先
生
に
﹈見
せ
た
。
題
は
勤
勉
と
云
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
私
は
簡
単
に
殆
ど
漢
文
で『
惟お
も

う
に

現
代
は
日
進
月
歩
の
時
代
な
り
。
各
国
そ
の
新

を
争
い
、
そ
の
鋭
を
競
う
。
我
ら
青
年
と
な
ら
ん

と
す
る
も
の
豈あ
に

奮
励
努
力
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
況い

わ

ん
や
鎖
国
の
た
め
遅
れ
る
こ
と
大
な
る
お
や
』と

書
い
た
。
小
学
校
の
先
生
は
こ
ん
な
文
章
教
え
た

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
と
云
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
」

（『
池
田
芳
郎

　
愛

　
九
十
有
余
年
の
面
影
』

一
九
九
四
年
、
七
頁
。
以
下
、﹇

　
﹈は
引
用
者
の

補
記
）

　
函
館
中
学
校
時
代
の
池
田
芳
郎
は
、
森
鴎
外
『
水

沫
集
』や
高
山
樗
牛
の
文
集
を
愛
読
し
、
白
楊
詩
社

か
ら
短
歌
集
『
赭あ
か

い
土
』を
出
す
ほ
ど
の
文
学
青
年

と
な
っ
た
。
号
は
「
生
田
放
浪
」で
あ
っ
た
。

▼
「
文
学
指
向
の
中
学
時
代
の
ま
と
め
に
、
石
川

啄
木
が
明
治
四
十
年
の
函
館
大
火
に
あ
っ
て

去
っ
た
後
の
函
館
歌
壇
を
守
ろ
う
と
、
三
年
、
四

年
、五
年
の
人
を
集
め
て
始
め
た
白
楊
詩
社
の
歌

集
出
版
に
つ
い
て
殆
ど
学
業
を
放
棄
し
て
、
五
年

の
二
学
期
は
過
ぎ
て
卒
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
、
私
の
希
望
し
て
い
た
文
学
の
理
解
の
あ
る

農
場
主
の
夢
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
迷
っ
て
父

に
相
談
す
る
と
、
父
は
お
前
が
正
し
い
こ
と
を
し

て
い
る
う
ち
は
学
資
を
出
し
て
や
る
。
何
で
も

や
っ
て
み
な
さ
い
と
の
こ
と
。
東
京
に
出
て
、
も

う
少
し
学
問
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。」（
前
掲

書
一
〇
頁
）

　
一
九
一
三
年
、
函
館
中
学
校
を
第
一
五
期
生
と
し

て
卒
業
後
、
池
田
芳
郎
は
、
大
沼
湖
畔
で
農
場
・
牧

場
を
営
ん
で
い
た
父
・
池
田
醇
の
援
助
を
受
け
、
哲

学
を
志
し
て
、
郷
里
を
後
に
し
た
。

▼「
明
治
後
半
に
な
る
と
物
理
の
長
岡
半
太
郎
先

生
や
数
学
の
高
木
貞
治
先
生
の
や
う
に
世
界
的

学
者
も
出
て
き
た
が
世
間
一
般
に
数
学
や
物
理

学
が
大
切
な
学
問
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
き
た

の
は
大
正
の
中
頃
か
ら
と
思
ふ
。
あ
る
日
私
は
桑

木
厳げ
ん

翼よ
く

博
士
の
哲
学
概
論
を
よ
ん
だ
。
そ
の
中

に
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
を
並
べ
て
論
じ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
桑
木
博
士
は
認
識
論
の

学
者
と
き
い
て
い
た
が
自
然
科
学
の
方
に
よ
り

多
く
そ
の
未
来
を
期
待
し
て
い
る
や
う
で
あ
っ

た
。
風
見
鶏
の
や
う
に
風
の
ま
ま
に
方
向
を
か
え

理
科
を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
。」（『
北
大
理
学
部

五
十
年
史
』一
九
八
〇
年
、
三
〇
頁
）

　
自
然
科
学
に
志
望
を
転
じ
た
池
田
芳
郎
は
、

一
九
一
四
年
、
第
一
高
等
学
校
工
類
に
入
学
す
る
。

▼
「
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
て
ま
も
な
い
と
き

汽
車
の
中
で
た
ま
た
ま
同
席
し
た
九
大
生
か
ら

九
大
の
桑
木
彧あ
や

雄お

教
授
の
数
学
の
講
義
の
こ
と

を
聞
き
幾
何
学
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
だ
け
で
な
い
こ

と
を
知
っ
た
。
後
に
ポ
ア
ン
カ
ア
レ
の
本
を
読

み
、ロ
バ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
幾
何
学
や
リ
ー
マ
ン

の
幾
何
学
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
あ
る
日
一
高

の
図
書
室
に
新
し
い
洋
書
が
沢
山
到
着
し
た
。

…
…
そ
れ
を
読
み
人
間
の
思
考
か
ら
生
れ
る
限

り
な
く
広
い
自
由
な
世
界
の
あ
る
こ
と
を
知
り

数
学
の
面
白
さ
に
ひ
か
れ
た
。」（
前
掲
書
三
一
頁
）

　
一
九
一
七
年
、
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
に
進
学

物
理
学
こ
そ
工
業
に
対
し
力
あ
る
原
理
と
方
法
を
提
供
す
る

│
文
学
青
年
は
数
理
物
理
学
者
と
な
っ
た

│

理
学
第
一
講
座
初
代
教
授 

池
田
芳
郎

背景：「沿岸流と漂砂について」

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ

Ikeda Yoshiro

第一高等学校卒業記念（1917年）
中列右から2番目が池田芳郎（溝口百合子氏提供）
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応
用
に
立
脚
し
て
居
る
。
而し
か

も
純
正
自
然
科
学
の
う
ち
で

も
物
理
学
こ
そ
工
業
に
対
し

力
あ
る
原
理
と
方
法
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。
何
ん
と

な
れ
ば
物
理
学
は
一
切
の
自

然
現
象
を
解
決
す
べ
き
『
も

の
の
こ
と
わ
り
』の
学
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。」（『
工
業
物
理

学
』一
九
三
〇
年
、
序
一
頁
）

　
池
田
芳
郎
の
教
え
は
、
河
口

二
重
水
層
、
沿
岸
流
、
津
波
な

ど
、《
流
れ
》の
自
然
現
象
を
解

明
し
よ
う
と
す
る
、
多
く
の
門

下
生
に
受
け
継
が
れ
た
。

大
学
文
書
館
　
山
本
美
穂
子

Y
am
am
oto M

ihoko

「
応
用
数
学
」、
理
学
部
で
「
流
体
力
学
」を
講
じ
な

が
ら
、「
漂
砂
」（
波
や
水
流
に
よ
っ
て
起
こ
る
砂
の

移
動
）の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

▼
「
沿
岸
流
に
よ
る
漂
砂
の
量
を
計
算
で
き
る

か
、
突
堤
ま
た
は
防
波
堤
を
あ
る
地
点
に
建
設
し

た
と
き
に
、
そ
こ
に
集
ま
る
漂
砂
の
量
を
数
量
的

に
決
定
で
き
る
か
。
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
非
常

に
大
切
な
海
岸
工
学
上
の
問
題
で
あ
る
…
…
実

際
、
波
、
風
、
潮
、
及
び
地
形
と
漂
砂
と
の
間
に

内
在
す
る
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
自
然

科
学
上
の
問
題
と
し
て
、
興
味
深
い
」（「
沿
岸
流

と
漂
砂
に
つ
い
て
」一
九
五
四
年
、
緒
言
）

　
池
田
芳
郎
は
、門
下
生
と
共
に
石
狩
川
・
天
塩
川

の
河
口
や
苫
小
牧
海
岸
で
、
漂
砂
量
・
流
速
を
実
測

調
査
し
、海
岸
工
学
領
域
の
先
駆
的
研
究
を
な
し
た
。

▼「
工
業
は
そ
の
本
質
に
於
て
純
正
自
然
科
学
の

目
　
次

石狩漂砂調査（1949年）
後ろ姿が池田芳郎。池田自身も観測船に乗り込み、調査をした。手前には、池田が考案した漂砂計測用竹棒
が見える。竹棒は「北大方式」と呼ばれた漂砂採集器で、節毎に穴をあけて海・川底にさすと堆積した砂が計
測できた。（溝口百合子氏提供）
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Litterae Populiとはラテン語で「ポプラの手紙」という意味です。
北海道大学（および、その前身である札幌農学校）にゆかりのある
人々の言葉を「リテラポプリ」としてお届けします。

す
る
と
、
池
田
芳
郎
は
、
数
学
科
図
書
室
で
は
洋
書

を
耽
読
し
、
物
理
学
科
で
は
長
岡
半
太
郎
教
授
に

師
事
し
て
、
数
学
・
物
理
学
の
学
識
を
磨
い
た
。

▼
「
私
は
卒
業
し
て
一
年
で
本
を
二
冊﹇『
ア
イ
ン

ス
タ
イ
ン
相
対
性
原
理
講
話
』（
岩
波
書
店
、

一
九
二
一
年
）、『
応
用
数
学
』（
内
田
老
鶴
圃
、

一
九
二
二
年
）﹈も
著
わ
し
て
い
た
の
で
、
北
海
道

大
学
総
長
佐
藤
昌
介
先
生
の
所
に
送
っ
た
。
そ
し

て
北
海
道
大
学
に
工
学
部
が
で
き
る
な
ら
転
任

し
た
い
と
手
紙
を
出
し
た
ら
、
す
ぐ
に
返
事
が
来

て
、
希
望
ど
お
り
に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
」

（『
池
田
芳
郎
　
愛
　
九
十
有
余
年
の
面
影
』一
六

頁
）

　
一
九
二
五
年
五
月
、
池
田
芳
郎
は
、
二
九
歳
に
し

て
、
北
海
道
帝
国
大
学
工
学
部
理
学
第
一
講
座
の
初

代
教
授
に
就
任
し
た
。一
九
五
四
年
防
衛
大
学
校
へ

転
任
す
る
ま
で
の
三
〇
年
間
、
池
田
は
工
学
部
で

3


